
①2-14GHz で4つのバンド周波数を決める！ 
• RFI調査を行う必要あり。現状3GHz以下はノイズがひどい！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

• ゼロ冗長配列（1:3:2 or 2:3:1の周波数差）を考慮して、最高の
精度が得られる周波数配列を求める。3GHzより。（Table1） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

• 外部ノイズ、LNAの制限、物理的なフィード制限、整数ア
ンビギュイティを考えると、3.2、4.8、9.6、12.8GHzの
周波数配列に決定！！関連して、隣のポスター（氏原さ
んポスター）ご覧ください！ 
 

• RFダイレクトサンプリングの応用 
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世界各国はS/Xバンドをつかった従来のVLBIから、VLBI2010とよばれる2-

14GHzの超広帯域システムに移行しつつある。この広帯域から1GHzの4つのバ

ンドを取り出しで位相遅延を計測し、1mm精度の測位をめざしている。ところで、

われわれはVLBIをもちいて時刻比較の研究開発を進めており、どこでも持ち運び可

能な1.5mクラスの小型アンテナを開発している（Fig1）。小型のアンテナだけで

は感度が悪いため、鹿島にある34mの大型アンテナ（Fig2）などとと同時に干渉さ

せる。われわれはこれらのシステムところで、2-14GHzを受信するためにはアンテナ

フィードや受信機などが“超”広帯域でなければならず、現実的に考えると、コストや

技術的な問題（“超”広帯域の実現性）で難しい。（日本では国土地理院さんが

VLBI2010対応アンテナを建設中であるが、“超”広帯域で苦労していると思われ

る）。しかし、少ない予算ながら、精度達成のため＋他の観測所とのコンパチを有す

るために“超”広帯域を達成したい。なお、小型アンテナだけでなく、もちろん大型アン

テナも同時にアップグレードする必要がある。そこで現在、四苦八苦している段階の開

発状況を報告する 

 

 

 

 

 

 

 

 

Questionary 

Gala-V @ 34m 

Frequency sequence 
(3.2, 4.8) & (9.6, 12.8) 
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Case1: 
Direct sampling 

BPF BPF BPF BPF BPF BPF BPF BPF 
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System design  

 A.異なる2つのLNAで電波星を受信するため、遅延量のオフセット
を測定する必要あり 
   →Calibration信号（Combシグナル）を飛ばす？どうやって
飛ばすか？その際、反射などどう対応？ 
  →Pcalまでの基準信号を安定に配信して、さらにその信号変動を
どう把握する？ 

B. 電離層遅延をどう計測するか? 
理論的なバンド幅合成関数からの残差を使う？ 
群遅延をうまく使えるか? 
C. 直線偏波にしたときのPostcorrelation 

Strategy Abstract 

 ← Fig1  鹿島
34mアンテナ。日本3番
目の集光面積があり、
天文学、測地学など多
くの学問の礎となってき
た。 
     Fig2  → 
超小型アンテナ。 
鹿島と小金井に2局あ
る。各パーツに分解＆
運搬可能である。 

 Fig3 外部ノイズは3GHz以下が支配的  Fig4 周波数レンジを変更したとき
の影響。3GHzからにすると15％ダウン 

Fig6 1250MHzのバンド幅合成関数。 
アンビギュイティ800psごとに 
同じ形が繰り返している。 
サイドローブがほとんど無い。 
 

Table1 ゼロ冗長配列から得られる周波数配列 
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エイリアスしても 
VLBIでは区別可能！ 


